
『
聖
済
総
録
』
は
北
宋
政
和
年
間
（
一
二
一
’
二
一
七
）
に

政
府
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
医
学
全
書
で
あ
る
。

本
書
の
百
十
七
巻
か
ら
百
二
十
一
巻
ま
で
は
口
歯
門
で
、
口
腔
内

に
お
け
る
軟
組
織
並
に
硬
組
織
（
歯
牙
）
の
疾
患
の
病
理
と
治
法
に

つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
硬
組
織
疾
患
に
つ
い
て
は
前
回
報
告
し

た
の
で
こ
の
度
は
軟
組
織
疾
患
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

口
歯
門
に
お
け
る
口
腔
の
軟
組
織
疾
患
は
次
の
十
一
項
に
分
類
さ

れ
て
い
る
。

口
瘡
・
口
嘩
。
口
吻
瘡
・
口
舌
乾
焦
・
口
舌
生
瘡
・
口
膜
・
唇

瘡
・
唇
生
核
・
緊
唇
・
重
舌
・
舌
腫
強

一
般
口
演

『
聖
済
総
録
』
口
歯
門
に
お
け
る
口
腔
軟

組
織
疾
患
の
分
類
に
つ
い
て

戸
出
一

郎

こ
の
分
類
は
概
ね
「
諸
病
源
候
論
』
（
以
下
『
病
源
』
）
に
お
け
る

唇
口
諸
病
の
分
類
に
倣
っ
て
い
る
が
必
ず
し
も
同
一
で
は
な
い
。

『
聖
済
総
録
』
に
お
け
る
病
理
論
に
よ
れ
ば
、
「
口
瘡
」
は
心
脾
の

熱
気
が
上
焦
を
つ
い
て
口
舌
に
瘡
を
作
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
方
、

胃
気
が
弱
く
、
穀
気
少
く
、
そ
の
た
め
口
瘡
を
作
る
こ
と
が
あ
り
、

両
者
は
本
質
的
に
異
る
、
も
の
で
あ
る
か
ら
病
の
本
質
を
よ
く
見
極
め

て
両
者
を
混
同
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ

て
い
る
。
口
瘡
に
は
虚
実
の
二
態
が
あ
る
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ

プ
（
》
Ｏ

「
口
喫
」
は
膀
胱
の
熱
が
小
腸
に
移
り
、
水
穀
の
運
輸
が
妨
げ
ら

れ
て
、
そ
の
結
果
口
瘡
嘩
燗
を
生
ず
る
も
の
だ
と
い
う
。
ま
た
「
口

舌
生
瘡
」
で
は
心
脾
の
積
熱
が
上
攻
し
て
口
舌
の
問
に
瘡
を
生
じ
腫

痛
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。

口
瘡
・
口
喋
の
二
者
は
『
病
源
』
に
は
記
載
が
な
い
。
『
病
源
』

で
は
口
舌
瘡
候
の
な
か
で
口
舌
瘡
の
病
因
を
心
脾
の
熱
に
よ
る
と

し
、
診
法
と
し
て
豚
浮
数
を
あ
げ
る
の
ゑ
で
あ
る
が
、
『
聖
済
総
録
』

で
は
臓
賄
・
経
絡
の
陰
陽
虚
実
に
基
づ
い
て
細
か
く
分
類
さ
れ
て
い

プ
（
》
○

「
舌
腫
強
」
に
つ
い
て
言
え
ば
、
宋
初
の
『
太
平
聖
恵
方
』
で
は
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治
舌
腫
強
諸
方
と
並
ん
で
治
木
舌
諸
方
が
あ
る
が
、
木
舌
は
舌
腫
強

と
本
質
的
に
同
じ
疾
病
な
の
で
『
聖
済
総
録
』
で
は
木
舌
を
舌
腫
強

の
中
に
包
含
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
疾
病
の
分
類
と
解
説
は
概
ね
『
病
源
』
に
基
づ
い
て
い

る
が
、
一
般
に
説
明
は
『
病
源
』
よ
り
詳
細
で
あ
る
。
な
お
『
病
源
』

唇
口
諸
病
中
の
唇
口
面
皷
候
・
兎
訣
候
・
害
吃
候
・
懸
羅
候
・
咽
喉

垂
倒
候
・
失
欠
頷
車
蹉
候
・
数
欠
候
・
失
枕
候
に
つ
い
て
は
こ
こ
で

は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
懸
懸
候
は
咽
喉
門
の
中
に
入
れ
ら

れ
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
『
聖
済
総
録
』
の
編
者
は
口
腔
軟
組
織
疾
患
の
分

類
に
あ
た
り
、
疾
病
の
範
囲
を
限
定
し
、
『
病
源
』
を
基
礎
と
し
な

が
ら
『
病
源
』
の
不
備
を
補
い
、
臓
脈
経
絡
の
陰
陽
虚
実
を
明
確
に

し
て
、
よ
り
合
理
的
な
分
類
に
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
宋
初

の
『
太
平
聖
恵
方
』
に
お
け
る
分
類
と
病
理
論
が
殆
ど
『
病
源
』
の

模
倣
で
あ
る
の
に
比
較
す
れ
ば
、
『
聖
済
総
録
』
で
は
模
倣
に
陥
ら

ず
、
内
経
医
学
の
基
礎
の
上
に
立
っ
た
独
自
の
分
類
が
な
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
文
献
研
究
室
）

『
飲
膳
正
要
』
三
巻
は
、
元
の
忽
思
言
ら
の
撰
に
な
る
食
養
・
養

生
・
本
草
書
で
あ
る
。
忽
思
慧
の
伝
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
巻
首
に

付
さ
れ
た
元
の
文
宗
ト
ク
・
チ
ム
ー
ル
宛
の
進
表
に
よ
る
と
、
思
慧

は
当
時
飲
膳
太
医
の
職
に
あ
っ
て
、
天
暦
三
年
（
一
三
三
○
）
三
月

三
日
に
本
書
を
進
上
し
た
。
飲
膳
太
医
と
は
世
宗
フ
ビ
ラ
イ
の
設
け

た
元
代
特
有
の
官
職
で
、
定
員
四
名
、
宮
中
の
飲
食
事
を
司
る
。
思

慧
は
延
祐
年
間
（
一
三
一
四
’
二
○
）
に
こ
の
官
に
補
任
さ
れ
、
そ

の
恩
に
応
え
る
た
め
、
趙
国
公
の
常
普
蘭
笑
と
と
も
に
料
理
の
研
究

を
重
ね
、
種
食
の
資
料
を
参
考
に
集
成
し
て
本
書
を
編
墓
し
た
と
い

毒
〔
ノ
Ｏ

本
書
は
元
朝
に
お
い
て
は
出
版
さ
れ
ず
、
明
の
景
泰
七
年
（
一
四

五
六
）
、
勅
命
に
よ
り
代
宗
の
御
製
序
を
付
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
清

『
飲
膳
正
要
』
に
関
す
る
考
察

ｌ
聚
珍
異
饅
を
中
心
と
し
て
Ｉ

加
藤
伊
都
子
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